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１．日立国際電気の事業紹介① 

その他無線システム 

放送システム 公衆システム 

公共システム 
防災行政無線／消防・救急無線 
一般業務無線システム 
／ 

)))) )))) 

戸別受信機 

屋外拡声子局 
J-ALERT 

避難所 

鉄道分野 

電力・ガス・上下水道分野 

道路・交通分野 

空港管理分野 

STL (Studio to Transmitter Link)  / TTL (Transmitter to Transmitter Link) 

各種無線装置 

ソフトウェア無線機 広帯域データ通信装置 

ワンセグ地下街 

放送局 スタジオ 

送信所 

番組素材中継（FPU ヘリテレ) 

受信基地局 

中継車 
番組素材 
中継（FPU) ＴＶカメラ 

デジタル 
放送波 

デジタル放送波 
デジタル放送波 

 中継送信所  中継送信所 

 ギャップフィラ 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjttP2uudvXAhWEp5QKHbTvAgQQjRwIBw&url=http://www.hir-net.com/link/traffic/taxi.html&psig=AOvVaw26cy4kN4WV_ClBs-nIQF9w&ust=1511758431577917


Hitachi Kokusai Electric Inc. Proprietary & Confidential 
Copyright © Hitachi Kokusai Electric Inc. 2018. All rights reserved. 3 

１．日立国際電気の事業紹介②（海外事例） 

（１）ＩＳＤＢ-Ｔ方式送信機（日本開発技術）の展開 
 ブラジル、米国の地場メーカをグループ会社化 
 ボツワナ共和国において、総務省のご支援の下、 
  電波伝搬状況を調査し日本方式送信機を納入・設置 

 
 

（２）質の高いＩＣＴインフラの海外展開 
１．インドネシア：デジタルデバイド対策 
  
 
２．ネパール：デジタルデバイド対策・震災復興支援 
 
 
 
 
３．マレーシア：リニアセルレーダーシステムの 
  海外展開推進中（詳細p.8ご参照） 

ボツワナ現地技術者トレーニング 

ブラジル子会社 Hitachi Kokusai Lenear EE S/A 

 総務省とインドネシア通信情報省の、情報通信分野における協力に係る覚書、協力パッケージ
（2015.9）の一部として、公共ブロードバンド無線装置による現地調査研究を実施 

 ITU-D及びネパールのNPO法人ENRD（E-Networking Research and 
Development）より、山岳地帯無線システムに関し協力要請（2015.7）を
受け、公共ブロードバンド無線装置を寄贈 
現地機器設置および現地技術者トレーニングを実施（2016.11） 

ネパール山間部の小学校に 
インターネット回線を接続 

ISDB-T 
送信機 

公共ブロードバンド無線装置 
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２．ヒアリング項目と弊社意見との関連 

（１）今後の電波有効利用のための方策に関する考え方 
 １．周波数の返上等を円滑に行うための仕組み 
 ２．周波数移行を促すインセンティブの拡充・創設 
 ３．割当に関わる制度の見直し 
 
  
 ４．電波利用料体系の見直し 

 
 
（２）その他の検討課題 

意見①周波数共用の在り方に関する考え方 

意見②電波利用料使途に関する考え方 

意見③その他の検討課題に関する考え方 
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３．①周波数共用の在り方に関する考え方 

公共・公益向け基幹M2M/ＩoＴ無線システムを構築 （提案） 

「未来投資戦略2017 - Society 5.0の実現に向けた改革 」2017年6月9日閣議決定 
➡ ＩｏＴやビッグデータ、人工知能（ＡＩ）、ロボット、シェアリングエコノミーなどの 
イノベーションをあらゆる産業や社会生活に取り入れ、さまざまな社会課題を解決 

想定されるニーズ： 各種無線通信の複合的な活用が必須 

動向１：「５Ｇの実用化」 
 新たに28GHz帯で2GHz幅、3.7,4.5GHｚ帯で

500MHz幅を確保して周波数割り当て予定 

動向２：「M２M/ＩoＴの進展」 
 2020年のIoTデバイス数は530億台まで増加 
 干渉問題深刻化,5G網トラヒック逼迫の懸念 

Society 5.0の実現に向けた電波利用の動向と課題対策案 

 M2M/ＩoＴ用途においても、重要度の高い公共公益業務用の周波数は公衆網
と分離して、絶対に繋がる回線を確保する必要がある 

 動画像を含むセンサーデータ活用による安心・安全な社会の実現に寄与 
 複数の公共公益ユーザが、基幹M2M/IoT無線システム上のアプリケーション
やセンサデータを共同利用する仕組みを構築して、周波数利用効率向上 

 周波数帯域は広域カバーに適するＶＨＦ（ＵＨＦ含む）帯を想定 
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３．①周波数共用の在り方に関する考え方（続き） 

 画像伝送可能なM2M/IoT無線プラットフォームの活用により、タイムリーな災害救援
活動や災害情報収集を実現 

 複数ユーザが基幹M2M/IoT無線システムを共用、個別アプリケーションを同時運用 

 将来のPS-LTE等のシステムを機動的かつ簡便に補完するネットワークとしても有効 

周波数共用の実証事例 ー 基幹Ｍ２Ｍ/ＩｏＴ無線システム ー 

■実証事例         ※ 2017/9月制度化 

「公共ブロードバンド無線＋多段中継※」に
よる５拠点同時中継データ伝送に成功 
（総中継距離75.0km、単区間最大距離
27.8km） 
■ニュースリリース@2017.10.18 日立国際、京都大学 

超高能率無線スマートライフライン（Wi-
SUN）ネットワークとの連動による医療情
報収集システムの実証 

防災・減災危機管理システムとの連動に
よる被災現場の動画像情報収集を実証 

波及効果 

➣映像データ共有による防災アプリ創出に期待 
➣公共・公益業務への普及促進による経済効果 
➣遠隔医療・へき地医療への展開（医療費削減） 
➣日本発技術の海外展開 （デジタルデバイド解消） 
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周波数共用の根幹： 
 

①共用システム間相互で、実運用に影響のない範囲で一定の干渉
を許容する発想が重要  
 

②例えば、 
 従来の画一的な混信保護基準から干渉許容基準等の考え

方の導入 
 時間、空間的に使われていない周波数リソースの有効活用 
 無線局データベースと連携した周波数管理（制度面からの

管理手法の検討が課題） 
等が想定される 

３．①周波数共用の在り方に関する考え方（２） 

技術的視点からの周波数共用の考え方 
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３．②電波利用料使途に関する考え方 

平成28年5月電波の日記念講演資料より抜粋https://www.arib.or.jp/image/osirase/denpanohi/kouen_20160523_1.pdf 

産学官連携による研究開発成果の海外展開と事業化支援による経済活性化に期待 

 「海外展開アクションプラン」等の政策に連動する戦略的研究開発投資 
 日本発の技術・日本の強みを海外展開し国内産業を活性化 
 産学官win-winの関係を構築し新たなイノベーションに繋げる 
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３．②電波利用料使途に関する考え方（続き） 

電波利用料R&D「90GHz帯リニアセルによる高精度イメージング技術の研究開発」 
（平成24～27年度）の成果活用事例 ー滑走路面異物検知システムー 

マレーシア空港との滑走路異物検知シ
ステム技術協力覚書の調印式を実施
（2018.1.10）。マレーシア空港は全空
港配備に意欲的 

 我が国の強みである電波システムの海外展開 
 ミリ波・ワイヤレス技術と光ネットワークの融合 
 映像監視システムとのハイブリッド化による高度化 

 本プロジェクト事例は、我が国の成長戦略のひとつとして有効 

 成長戦略の上から、さらなる案件の創出・展開が重要 

左より、弊社代表、総務省、マレーシア空港、 
クアラルンプール空港、マレーシア工科大 

・日本発新インフラ技術の輸出 
・対象国の産学官と連携 
・政府との橋渡し、現地人材育成 
・国際標準化のリード 

滑走路異物検知システム（リニアセルレーダーシステム） 
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1. 「公共無線周波数の見える化」の検討においては、国民の生命、財産の保全
に関わる通信の情報公開については、積極的開示を進めつつも一定の留意
が必要  （例えば、防衛、治安維持等） 

 
2. 返上、移行等による周波数再編に際し、単に周波数資源の確保に留まらず、 

①再編により期待される将来のビジョン 
②５Ｇ用途以外の空き周波数帯の再利用方針（国内産業の活性化） 
③周波数の特質（波長、伝搬特性）の検討 

を含めた議論が望ましい 
 

3. 国民の安心・安全に関わる防災・減災等の社会的価値に寄与する電波利用に
対して、初期投資、運用コスト軽減に向けた継続的支援を期待 

３．③その他の検討課題に関する考え方 
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４．まとめ 

11 

１．周波数共用の在り方： 
 Society5.0実現に寄与する基幹M2M/ＩoＴ無線システム
実現に向けた研究開発推進・実用化開発投資に期待 

 
２．電波利用料使途の在り方： 
 「電波システム海外展開アクションプラン」等の政策と、
電波利用料を財源とする研究開発投資の戦略的連携の
強化・推進を希望 
 
３．その他の検討課題： 
  p.10 ご参照 




